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新
潟
水
俣
病
問
題
が
今
も
続
く
阿
賀
野

川
流
域
の
地
域
再
生
を
目
指
し
て
、平
成
21

年
か
ら
具
体
的
な
取
組
を
開
始
し
た「
阿
賀

野
川
え
〜
と
こ
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
、今
年

で
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

最
初
の
２
年
間
は
、上
流
域
を
舞
台
に
し

て
、「
草
倉
銅
山
」や「
企
業
城
下
町
・
鹿
瀬
」

を
題
材
に
、パ
ネ
ル
巡
回
展
や
地
域
再
発
見

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。同
様
に
、中
流
域
に

活
動
の
舞
台
を
移
す
と
、安
田
瓦
や
川
砂
利

な
ど「
阿
賀
野
川
と
大
地
が
育
ん
だ
地
場
産

業
」を
題
材
と
し
た
取
組
を
展
開
し
ま
す
。

　
一
昨
年
か
ら
は
、広
大
な
新
潟
平
野
が
広

が
る
下
流
域
を
最
後
の
舞
台
と
し
て
、ま
ず

は
交
通
の
要
衝
だ
っ
た「
松
浜
」や「
横
越
」の

歴
史
を
題
材
に
、同
様
の
取
組
を
開
催
し
ま

し
た
。そ
し
て
今
年
は
、下
流
域
を
代
表
す

る
半
農
半
漁
の
土
地
だ
っ
た「
岡
方
地
区
」や

「
津
島
屋
・一
日
市
」を
舞
台
に
、パ
ネ
ル
巡
回

展
や
地
域
再
発
見
講
座
を
、い
よ
い
よ
２
月

か
ら
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、上
流
域
か
ら
下
流
域
ま
で
５

年
以
上
か
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
、阿
賀
野

川
流
域
の
様
々
な
も
の
が
た
り
の
発
掘
が
、

今
回
で
一
通
り
完
了
し
ま
す
。今
後
は
そ
こ

か
ら
、ど
の
よ
う
な
流
域
全
体
の
も
の
が
た

り
を
紡
ぎ
出
せ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

上
流
域
か
ら
下
流
域
に
至
る

様
々
な
も
の
が
た
り
の
掘
り
起
こ
し
が

い
よ
い
よ
大
詰
め
を
迎
え
ま
す

阿賀野川を中心とした流域のものがたりを紡ぎ出そう

高森いざや神楽・山仕舞いの儀式（※平成 25 年 12 月 8日・高森薬師堂で撮影）

※この情報誌は環境省の補助を受けて新潟県が発行しています。

阿賀野川え～とこだより  第 11 号

　第１１号はいかがでしたでしょうか？ 
　今号特集したパネル巡回展や地域再発見講座の舞台と
なった新潟市北区の岡方地区高森、そして新潟市東区の津
島屋・一日市。かつて半農半漁で日々の暮らしを営んでいた
農村も、現在では閑静な住宅街に移り変わり、少しずつ高齢
化が進みつつあります。そんな中で、様々な地域住民の方々
が、このＦＭ事業に協力してくださり、何とか様々なイベント
の開催を迎えることができました。
　新しい年を迎えて、流域を舞台に活動を展開してきたＦＭ
事業も、そろそろ集大成を意識する時期に差しかかりつつあ
ります。次号ではその一端をお伝えできればと存じます。

××

特
集
１  

平
成
25
年
度
パ
ネ
ル
巡
回
展

　
「
阿
賀
野
川
と
大
地
が
織
り
な
す
光
と
影【
後
編
】」

特
集
２  

地
域
再
発
見
講
座（
第
11
回
）

　
「
高
森
の
丘
か
ら
眺
め
た
風
景
〜
神
楽・大
地
の
恵
み・阿
賀
野
川
」

特
集
３  

地
域
再
発
見
講
座（
第
12
回
）

 「
冬
の
上
流
域〈
宝
も
ん
〉め
ぐ
り
た
び
〜
産
業
遺
構・伝
統
食・未
来
」

 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

２
　

４６８

　写真はプロの手で電子データ化して永久
保存し、パネル作品などに活用いたします。

　昔の写真は、たとえ何気ない風景や日常のスナップでも、地域の歴史の変遷がわかる大変貴重な資
料で、将来の流域にとってかけがえのない宝物になります。しかし、世代交代のたびに散逸・廃棄されて
いるのが現状で、もしよろしければ写真の貸出にご協力願います。併せて、昔のお話もお聞かせいただけ
ると幸いです。

　昔の写真は、たとえ何気ない風景や日常のスナップでも、地域の歴史の変遷がわかる大変貴重な資
料で、将来の流域にとってかけがえのない宝物になります。しかし、世代交代のたびに散逸・廃棄されて
いるのが現状で、もしよろしければ写真の貸出にご協力願います。併せて、昔のお話もお聞かせいただけ
ると幸いです。

鹿瀬

阿賀野川と昭和電工㈱鹿瀬工場（阿賀町向鹿瀬）
鹿瀬工場タイムス昭和29年44号より
阿賀野川と昭和電工㈱鹿瀬工場（阿賀町向鹿瀬）
鹿瀬工場タイムス昭和29年44号より

　
保保

瀬）瀬）

水原

保存し、 ネル作品などに活用保

横越

４代目・横雲橋竣工（新潟市江南区横越）
撮影：大正14年、提供：中村善一氏

４代目・横雲橋竣工（新潟市江南区横越）
撮影：大正14年、提供：中村善一氏

阿賀野
川流域

昔の暮らし・風景がわかる
懐かしい貴重な写真を
お貸しください!

阿賀野川・最後の帆船（五泉市笹堀）
撮影：木村清氏、提供：木村仁巳氏

阿賀野

かるか
をを

◆お貸しいただいた方へ◆お貸しいただいた方へ

咲花温泉の
“帛とろ”贈呈 ！



阿賀野川と大地が織りなす光と影【後編】

【
後
編
】が
下
流
域
を
巡
回
！

平成25年度パネル巡回展

～大河と共に生きてきた半農半漁の地域～

主催：新潟県   共催：新潟市　後援：五泉市・阿賀野市・阿賀町

大形漁協のヤツメウナギ漁
（撮影：山口冬人氏）

特集特集
１

9:00～17:00

10:00～17:00

9:00～17:00

9:00～16:30

■通常パネル　　　　　巡回スケジュール ＊5月以降のスケジュールは、次号の「阿   賀野川え～とこだより」でご案内します。

2/22（土）～3/9（日）

3/12（水）～3/26（水）

3/29（土）～4/13（日）

4/16（水）～4/30（水）

岡方コミュニティセンター

新潟市立豊栄図書館

北地区公民館

横越老人福祉センター横雲荘

展 示 施 設 展 示 時 間・備 考展 示 期 間

（ ）

（4/27〔日〕休館）

（毎週金曜休館）

毎週土・日曜休館
※2/22のみ9:00 ～13:00開館※2/22のみ9:00 ～13:00開館

10:00～24:00

9:30～17:00

9:00～17:00

8:00～17:00

■ミニパネル（＊）　　　　　　　　　　　　 巡回スケジュール ＊ミニパネルは通常パネル（A1サイズ）の半   分の大きさですが、内容は全く同じです。

2/22（土）～3/9（日）

3/12（水）～3/26（水）

3/31（月）～4/11（金）

4/16（水）～4/30（水）

松崎湯ったり苑

新潟せんべい王国

下越病院

木戸病院

展 示 施 設 展 示 時 間・備 考展 示 期 間

（毎週土・日曜休館）

●企画・お問合せ先　一般社団法人あがのがわ環境学舎　TEL：0250-68-5424

　

昨
年
度
の【
前
編
】で
は
、「
松

浜
」「
横
越
」の
歴
史
を
題
材
と
し

た
パ
ネ
ル
作
品
を
巡
回
展
示
し
、

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の【
後
編
】で
は
、か
つ

て
半
農
半
漁
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ

て
い
た
地
域
の
歴
史
と
生
活
を
題

材
に
パ
ネ
ル
作
品
を
制
作
し
ま
し

た
。下
流
域
の
様
々
な
施
設
を
巡

回
展
示
い
た
し
ま
す
の
で
、ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

パネル展示【前編】観覧者の感想パネル展示【前編】観覧者の感想想
●後世に伝えるべきと感じた。特に小・中学生に伝
　え、地域に誇りを持たせたい。
●新潟水俣病は全国的に知られるようになってし
　まったが、現在の状況や自然の豊かさを情報発
　信して、阿賀野川を全国にアピールしてほしい。

阿賀野川右岸の岡方地区、阿賀野川左岸の津島屋・一日市。かつて大河と大地の恵みを
存分に活かしつつ、半農半漁の暮らしが営まれていた地域では、新潟水俣病が

表面化した昭和40年代以降に郊外化が進展し、現在では閑静な
住宅街へと落ち着くも高齢化が静かに進んでいます。

平成25年度は、地域の皆さんからお貸しいただいた昔の写真
を題材に、貧しくも皆で支え合って暮していたかつての生活
の営みから、今も地域の絆を紡ぎ続ける伝統文化の継承

までを描き出したパネル作品が完成しました！

写真●早春の堤防（昭和17年/撮影：鈴木孝衛氏/提供：新潟市）

写真●棒手振りに向かう女衆（昭和30年
代/提供：松浜印刷所・寺山晃太氏）

阿賀の春（昭和10 ～ 20年代/撮影：鈴木孝衛氏/提供：新潟市）※ヤ
ツメウナギ漁に使う網を干している風景。下流域の阿賀野川左岸。
阿賀の春（昭和10 ～ 20年代/撮影：鈴木孝衛氏/提供：新潟市）※ヤ
ツメウナギ漁に使う網を干している風景。下流域の阿賀野川左岸。

阿賀の春（昭和10 ～ 20年代/撮影：鈴木孝衛
氏/提供：新潟市）※下流域の阿賀野川左岸。
阿賀の春（昭和10 ～ 20年代/撮影：鈴木孝衛
氏/提供：新潟市）※下流域の阿賀野川左岸。

高森の畑（昭和30年代/提供：品田幸一氏）高森の畑（昭和30年代/提供：品田幸一氏）

農村の牛（昭和30年代/提供：小武節子氏）農村の牛（昭和30年代/提供：小武節子氏）高森いざや神楽の獅
子（昭和50年/提供：新
潟市北区郷土博物館）

高森いざや神楽の獅
子（昭和50年/提供：新
潟市北区郷土博物館）


